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• xCELLigence RTCA Cardio システム（ｐ1～2) : 

• xCELLigence RTCA CardioECR システム（ｐ3～5) :
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Agilent Technologies社は、医薬品の安全性評価、循環器疾患の薬理研究と薬剤スクリーニング、心筋症モデル細胞の

xCELLigence RTCA Cardio システム
xCELLigence RTCA Cardioシステムは、独自の微小バイオセンサー技術（特許取得）を用いて、ウェルの電気抵抗値を
ラベルフリーでリアルタイムに測定します。電気抵抗値の変化から、心筋細胞の収縮特性の変化（違い）と細胞生存
活性をご評価いただけます。医薬品の心毒性評価と心筋症モデル細胞の評価のどちらにも優れたシステムです。



 
 

xCELLigence RTCA Cardio システムを用いると、開発中の化合物の心毒性を簡単な操作で効率的にスクリーニング
していただけます。高速電気抵抗値測定により拍動の変化を経時的に評価することで催不整脈や収縮力変化などの
毒性を見落とさずに検出できることが既に多くの論文で報告されています。

5種類のイオンチャネル・モジュレーターの毒性をxCELLigence RTCA Cardio システムで評価しました。ヒトiPS
由来心筋細胞を濃度の異なる各テスト化合物で処理し 、30分から24時間後の電気抵抗波形からEC50を算出しました。
※上記の化合物以外にも多くのテスト化合物で測定の例があります。



xCELLigence RTCA CardioECR システム
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xCELLigence RTCA CardioECR システムのCardioECR ソフトウェアを用いることで、電気抵抗値のデータと細胞外電
位のデータを重ね合わせることができます。収縮の動きと電気生理学的な活性を関連付けて解析することで、薬剤投与
等による影響を表現型（拍動変化）とメカニズム（イオンチャネル活性の変化）の両面から考察することが可能です。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

xCELLigence RTCA CardioECR システムでは、専用の電極付48ウェ
ルプレート(CE-PlateCardioECR 48) を用いて、電気抵抗値と細胞外
電位（フィールドポテンシャル）を同時に測定します。
E-Plate CardioECR 48には、各ウェルの底面に2種類の電極、電気
抵抗値測定用電極と細胞外電位測定用電極が配されています。細胞を
播種したプレートをCO2インキュベーター内に設置したステーション
・モジュールに載せて測定を開始すると、各ウェルの電気抵抗値と
細胞外電位が自動的に記録され、コントロールPCのソフトウェア画面
にその波形がリアルタイムに表示されます。測定間隔はわずか2ミリ秒
(24ウェルまでなら1ミリ秒）なので、心筋細胞の収縮やイオンの流入出
のような高速で起こる現象を見逃さずに確実に捉えることができます。
ミリ秒スケールの電気抵抗値の波形変化から心筋細胞の収縮の変化、
同じくミリ秒スケールの細胞外電位の変化からイオンチャネル活性の
変化、数日にわたる電気抵抗値の変化から細胞生存率の変化を読み取り、
定量化します。

xCELLigence RTCA CardioECR システムは、心筋細胞のイオンチャネル活性、収縮力変化、生存活性を同ーウェル
から同時にモニターできる唯一の装置です。

xCELLigence RTCA CardioECR システムでは、電気抵抗値の測定に加えて細胞外電位の測定が可能です。電気抵抗値
と細胞外電位は同ーウェルから同時に取得することができます。細胞外電位を測定することで、収縮変化の裏にある
電気生理学的メカニズムに直結するデータを得ることができるだけでなく、QT間隔やEADなどの評価が可能になります。
また、ペーシング機能を活用してiPS由来心筋細胞の成熟化を図ることができます。



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

xCELLigence RTCA CardioECR ソフトウェア
xCELLigence RTCA CardioECRのための専用ソフトウェアです。心毒性評価、薬剤スクリーニング、病態モデル
細胞の評価などのすべてのアプリケーションにお使いいただける包括的な解析ツールです。

 

xCELLigence RTCA CardioECR システムは、電気抵抗値
と細胞外電位を同時測定することで、このExcitation-
Contraction Coupling（興奮収縮連関）を測定することが
できます。

左図では、Blebbstatin（ミオシン阻害剤）に曝露した
iPS由来心筋細胞の電気抵抗波形と細胞外電位波形を
コントロールと比較しています。Blebbstatinへの曝露
により、細胞外電位、つまりイオンチャネル活性は変わ
らずに収縮の阻害だけが起きていることが捉えられて
います。

このように、xCELLigence RTCA CardioECR システムは
細胞外電位の測定だけでは捕まえきれない毒性を捉え、 
そのメカニズムに迫ることを可能にします。
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iPS由来心筋細胞は胎児期の心筋細胞の性質を持つことが多く、このことが医薬品の心毒性予測での使用、
特に変力作用薬剤の毒性予測を困難にしています。

上固左のように、細胞骨格やカルシウム・ハンドリング機構が十分に発達していないiPS由来心筋細胞では、
収縮力とfrequencyの間に負の相関があります(negativeforce-frequency relationship)。

xCELLigence RTCA CardioECR システムを用いて長期の電気ペーシングを行うことで、iPS由来心筋細胞の成熟度
を高め、機能を改善することができます。上図右のように、適切にペーシングを行った細胞は成熟心筋細胞の特性
であるpositiveforce-frequency relationshipを示します。

xCELLigence RTCA CardioECR システムを用いて電気抵
抗値をリアルタイムにモニタリングし、iPS由来心筋細胞
におけるBeatingAmplitudeとBeatingRateの関係を長期
にわたり追跡しました。右が電気ペーシングをかけた細胞
におけるデータです。培養前とペーシング開始2週間後まで
は負の相関を示しますが、ペーシング開始3週間で関係が
逆転し正の相関を示しました。左のコントロール条件下
(ペーシングなし)では、すべての培養期間にわたって負の
相関が維持されました。
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Cardio と CardioECRの比較



xCELLigence RTCA CardioECR システム
RTCA CardioECR アナライザー1台
RTCA CardioECR ステーション1台
RTCA CardioECR コントロールユニット（ラップトップPC+ソフトウェア）1式
アクセサリー1式

xCELLigence RTCA CardioECR

xCELLigence RTCA Cardio

xCELLigence RTCA Cardioシステム 

300601110

300601120

 AG20220112E

380601210

E-Plate CardioECR 48 （1×6プレート）
E-Plate CardioECR 48 （6×6プレート）

製品番号 品名

380601060

xCELLigence RTCA Cardio システム 
RTCA Cardio アナライザー1台
RTCA Cardio ステーション1台
RTCA Cardio コントロールユニット（ラップトップPC+ソフトウェア）1式
アクセサリー1式

 
 

 

300601050

300601060

300601080

300601090

E-Plate Cardio 96（1×6プレート）
E-Plate Cardio 96（6×6プレート）
E-Plate Cardio VIEW 96（1×6プレート）
E-Plate Cardio VIEW 96（6×6プレート）

xCELLigence RTCA CardioECRシステム 

※ 本製品は試験研究用です。医療や診断目的にはご使用いただけません。

※ 価格、外観、仕様などは、予告なしに変更することがあります。

※ それぞれの商標や登録商標、製品名は各社の所有する名称です。
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